エネルギーの教材化
１．単元　　９　発電と電気の利用　～電気の変かんと利用　　小学校６年理科（啓林館・下）　
〈関連：小学校５年理科（啓林館下）　７電磁石のはたらき　電磁石の利用〉
　　　　

２．主題設定の理由
原子力発電についてエネルギー問題の視点から学び，世界的には脱原発の方向に進んでいること
に気付かせる。そして，原発に頼らない・省エネのライフスタイルにも目をむけさせる。
○教材化の視点：(5)エネルギー・環境問題―①②③
３．指導計画（１２時間扱い）

　　第１次　手回し発電機で発電しよう……………４時間

　　第２次　電気を蓄えて使おう……………………３時間
　　第３次　電流による発熱…………………………２時間

　　第４次　電気の変かんと利用……………………２時間（本時１/２）
　　第５次　まとめ……………………………………１時間

４．本時のねらい　
○原子力に代わるエネルギーの可能性と展望について考える。

５．学習の展開

	時間
	学習内容
	留意点
	資料

	導

入
	1.電磁石と同じ仕組みを発電所で使われていることを知る。


	・回転する力を使って電気をつくりだすことを知らせる。

	

	展

開
	2.日本の発電の現状について知る。

・日本の発電の割合は、原子力30％，火力60％，水力8％であること（2009年度）
3.世界的にも脱原発の方向に進んでいることに気付かせる。

　　・ドイツ…2022年に原子力発電所を全廃する。
　　・スイス…世論調査で「将来的に脱原発」に87％が賛同，2034年に全廃。

　　・イタリア…国民投票で94％が原発計画を再開しないと意思表示。

4.原子力に代わるエネルギーについて資料をもとに考える。
○原子力に代わるエネルギーについて知っていることを発表する。
　　・火力発電（石炭，石油，天然ガス）

　　・水力発電
・風力発電
　　・太陽光（ソーラー）発電

　　・地熱発電

　　・バイオマス（木質燃料）発電

　　・燃料電池（水素）
5.効率的な発電方法について知ろう。
　・コンバインドサイクル発電…従来の火力発電の排ガスでタービンを回し発電効率を上げる効率的な発電システム。

・コジェネレーションシステム…火力
発電などで発生する熱を捨てずに
利用するシステム。
	・火力、水力発電をフル稼働していない中での原子力が30％であることをおさえる。
・福島第一原発の事故によって脱原発の世論が高まっていることをおさえる。

・石油石炭など化石燃料を燃やす火力発電はCo２を排出するため減らすことが望ましいこと。
・近年，新たな天然ガス田が多く発見され，石油・石炭に代わる即戦力のエネルギーとして増加していること。

・水力発電，風力発電，太陽光（ソーラー）発電，地熱発電のように使ってもなくなる必要がないエネルギーのことを再生可能エネルギー（自然エネルギー）とよび，世界的には推進されていることをおさえる。
・燃料電池は、水素と酸素だけで排ガスが出ない理想的なシステムだが，まだ開発中であること。

	〈資料１〉発電施設の設備容量と最大電力の推移のグラフ（『原発がなくても電力は足りる』宝島社）
〈資料２〉「ニュースがわからん！再生エネルギーって何かしら？」（朝日新聞）
・ドイツ…自然エネルギーによる発電量（2000年6%から2010年17%に，2020年40%めざす）

〈資料３：グラフ〉スペイン…2010年，自然エネルギー35%

〈資料４〉コンバインドサイクル発電の図（朝日新聞2011,10.13）

	
	6.エネルギーの節約について自分たちのできることを考えることを考える。
　・省エネ

　・ライフスタイルの見直し

7.学習のふりかえり
	・無駄をなくすことの工夫を考えさせるとともに，電気に頼らないライフスタイルにも目を向けさせる。


	〈資料５〉夏休み帳（2006年版６年用

・ワークシート


６．参考図書
○『エネルギー・経済統計要覧』1994年～2009年版

○『自然エネルギー世界白書2011』（21世紀のための自然エネルギー政策ネットワーク）
○『原子力市民年鑑』原子力資料情報室編（七つ森書館）
○『夏休み帳2006年度版』広島平和教育研究所
○『原発がなくても電力は足りる！』（宝島社）
